
２０２３年１０月号

持
田
古
墳
群
は
、
前
方
後
円
墳
９
基
・
帆
立
貝
形
古
墳
１
基
・
円

墳
75
基
の
総
数
85
基
か
ら
な
る
古
墳
群
で
、
古
墳
の
内
部
構
造
や
副

葬
品
な
ど
か
ら
、
４
～
６
世
紀
に
築
造
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
鍋
町
の
西
か
ら
東
へ
流
れ
る
小
丸
川
左
岸
の
丘
陵
地
一

体
、
標
高
約
50
ｍ
の
台
地
と
、
標
高
５
ｍ
前
後
の
平
野
部
の
沖
積
地

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
に
は
、
日
本
遺
産

の
構
成
文
化
財
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

持田古墳群
国指定史跡（昭和36年〈1961年〉指定）

・
「古代人のモニュメント―台地に絵を描く 南国宮崎の古墳景観―」

日本遺産認定（令和３年〈2021年〉）

15号墳（石舟塚）

昭
和
初
期
の
大
規
模
な
盗
掘

持
田
古
墳
群
は
、
昭
和
４
年
か
ら
５
年
（
１
９
２
９
～
１
９
３
０
）
に

か
け
て
ほ
と
ん
ど
の
古
墳
が
盗
掘
を
受
け
、
掘
り
出
さ
れ
た
遺
物
（
出
土

品
）
の
多
く
は
県
外
に
流
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
追

跡
調
査
に
よ
っ
て
、
銅
鏡
や
勾
玉
な
ど
の
玉
類
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
し
て
い
ま
す
。

コスモスに彩られた26号墳（山の神塚）

26
号
墳
（
山
の
神
塚
：
や
ま
の
か
み
づ
か
）

台
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
前
方
後
円
墳

で
す
。
墳
丘
の
袖
部
分
は
か
な
り
削
平
（
さ
く

へ
い=

消
減
）
を
受
け
て
お
り
、
現
在
の
墳
長
は

48
ｍ
あ
り
ま
す
。
26
号
墳
か
ら
は
、
金
製
の
耳

環
（
じ
か
ん
）
や
、
三
葉
環
頭
太
刀
（
さ
ん
よ

う
か
ん
と
う
た
ち
）
の
柄
部
（
つ
か
ぶ
）
、
変

形
画
文
帯
神
獣
鏡
（
へ
ん
け
い
が
も
ん
た
い
し

ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う
）
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
古
墳
の
築
造
は
、
６
世
紀
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

変形画文帯神獣鏡

持
田
古
墳
群
の
主
要
な
古
墳
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
本
遺
産
に
認
定

持
田
古
墳
群
は
、
西
都
原
古
墳

群
（
西
都
市
）
、
新
田
原
古
墳
群

（
新
富
町
）
、
生
目
古
墳
群
・

蓮
ヶ
池
横
穴
墓
群
（
宮
崎
市
）
と

と
も
に
「
古
代
人
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト

ー
台
地
に
絵
を
描
く

南
国
宮

崎
の
古
墳
景
観
ー
」
を
ス
ト
ー

リ
ー
と
し
た
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

・
持
田
古
墳
群

・
持
田
古
墳
群
出
土
遺
物

・
持
田
古
墳
群
第
15
号
墳

（
石
舟
塚
）
出
土
石
棺

・
高
鍋
大
師

が
構
成
文
化
財
で
す
。



鴫野棒踊り

昭和52年３月26日
高鍋町指定無形文化財

２０２３年１０月号

墳
長
46
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、

舟
形
石
棺
が
出
土
し
ま
し
た
。

築
造
は
５
世
紀
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
石
棺
は
江
戸
時

代
に
掘
り
起
こ
さ
れ
、
長
い
間
、

後
円
部
墳
頂
に
据
え
ら
れ
て
露

出
し
て
い
た
た
め
石
舟
塚
と
呼

ば
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
高
鍋
町
歴
史
総
合
資

料
館
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
石

棺
内
部
の
様
子
や
石
の
質
感

（
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
）
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

舟形石棺（高鍋町歴史総合資料館展示）

15
号
墳
（
石
舟
塚
：
い
し
ふ
ね
づ
か
）

◎
高
鍋
町
古
墳
祭

持
田
古
墳
群
は
「
高
鍋
町
古
墳
を
守
る
会
」
を
中
心
に
、
古
墳
の
草
刈

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
秋
に
は
古
墳
の
周
囲
に
植
え
ら
れ
た
可
憐
な
コ

ス
モ
ス
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
神
事
を
中
心
と
し
た
古
墳
祭
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

古墳祭での高鍋神楽奉納の様子

古墳の周辺に咲くコスモス

１
号
墳
（
計
塚
：
は
か
り
づ
か
）

持
田
古
墳
群
の
中
で
最
大
の

前
方
後
円
墳
で
、
墳
長
は
１
２

０
ｍ
あ
り
、
九
州
で
９
番
目
に

大
き
い
も
の
で
す
。
築
造
は
４

世
紀
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
当

時
九
州
最
大
規
模
の
盟
主
的
な

前
方
後
円
墳
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
「
天

秤
塚
」
と
書
い
て
「
は
か
り
づ

か
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
副
葬
品
と
し
て
、
盤
龍
鏡

（
ば
ん
り
ゅ
う
き
ょ
う
）
、
獣

文
縁
獣
帯
鏡
（
じ
ゅ
う
も
ん
え

ん
じ
ゅ
う
た
い
き
ょ
う
）
と

い
っ
た
銅
鏡
が
出
土
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

持田古墳群の頒布図

標高５ｍ前後の沖積地

標高約50ｍ台地

小丸川

１号墳
（計塚）

持
田
古
墳
群
の
前
方
後
円
墳
の

中
で
最
も
古
い
と
さ
れ
て
お
り
、

築
造
は
４
世
紀
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
墳
長
は
78
ｍ
あ
り
、
墳
形

は
前
方
部
が
細
い
柄
鏡
形
（
え
か

が
み
が
た
）
を
し
て
い
ま
す
。
副

葬
品
と
し
て
、
鏡
が
３
面
、
長
さ

１
ｍ
の
直
刀
（
ち
ょ
く
と
う
）
１

本
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
向
灘
を
一
望
で
き
る
、

台
地
の
先
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
48
号
墳
の
周
辺
に
は
、
古

墳
に
眠
る
祖
先
慰
霊
の
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
「
高
鍋
大
師
」
の
石
像

群
が
あ
り
ま
す
。

48号墳と高鍋大師の石像（左端）

48
号
墳

○
日
程
：
：
：
：
令
和
５
年
10
月
29
日
（
日
曜
日
）

○
開
催
場
所
：
：
持
田
古
墳
群

26
号
墳
（
山
の
神
塚
）
前

○
お
問
合
せ
先
：
高
鍋
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

文
化
係

電
話
０
９
８
３
・
２
３
・
３
３
２
６
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